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平成 31（2019）年度広島県職員採用試験（林業） 問題用紙 

（Ｈ３１．４．７） 

 

問１ 次の（１）～（２）の２つの課題から１つ選び，その課題が抱える問題点と，

それに対して考えられる解決方法について，解答用紙に記述せよ。（200字程度） 

 

（１）人工林の施業において，主伐後の再造林を進めるに当たり，植栽から保育に

かかる費用を縮減する方策について 

 

（２） 国産材の需要を増やすに当たり，住宅用以外の分野での木材利用を推進す

る方策について 

 

 

問２ 次の（１）～（８）の語句から５つ選び，解答用紙に簡潔に説明せよ。 

（１）間伐 

 （２）渓流工事 

（３）森林の持つ公益的機能 

 （４）保安林 

 （５）固定価格買取制度 

 （６）集成材 

 （７）ＣＡＤ 

 （８）光波測距儀 

 

 

問３ 次の（１）～（８）の記述には，それぞれ不適当な語句が１つ含まれている。 

（１）～（８）から５つ選び，不適当な語句と正しい語句をそれぞれ解答用紙

に記入せよ。 

 

（１）林道の横断線形は，全幅員，路肩，側溝，切り取り及び盛土のり面などの部

分からなっている。 

  

（２）山崩れには，樹木の根が届く範囲の土壌が崩れる表面崩壊と，もっと深い岩

盤から崩れる深層崩壊がある。 

 

 （３）森林の二酸化炭素の吸収・固定能力は，高齢期に最も旺盛であり，老齢期に

なるにつれて減退している。 

 

 （４）戦後は復興と木材需要の増大に対処するために再造林が急速に進められ，現

在，日本の人工林面積は 1,000万 haを超えている。 

 

 （５）平成 23年に改正された森林法により森林施業計画が導入された。 
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 （６）平成 14 年には約 19％まで落ち込んだ木材利用率は，平成 28 年には約 35％

まで上昇している。 

 

 （７）木材の主成分は，ペクチン，リグニン，ヘミセルロースである。 

 

 （８）木造住宅には，伝統構法，２×４構法，木質プレハブ構法がある。 

 

 

問４ 次の（１）～（４）について解答せよ。 

   なお，図の縮尺は関係ないものとする。 

   また，答えに小数点以下がある場合は，小数第二位を四捨五入すること。 

 

（１）次の図のような丸太が 100本ある場合，丸太材積の総量は何㎥か，末口自乗

法により算出せよ。 

 

 
 
     
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２）平らな場所で，木から直線で 20ｍ離れた場所に立って（Ｌ＝20ｍ），木の梢

端を見上げたときの角度が 40°であった場合，樹高は何ｍか。 

なお，測定者の目の高さは地上から 1.5ｍとする。 

 

 

 

 

 

 （３）次の図は張芝工の施行後の展開図である。Ａ，Ｂの合計面積は何㎡か。 

 

 

 
 
 

 

 

元口直径：30cm 中央直径：25cm 末口直径：20cm 

400cm 

 

（参考） 

 Tan40°＝0.8391 

（参考） 

√60  = 7.746 

√70  = 8.367 

√80 = 8.944 

Ａ 
Ｂ 
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（４）次の横断図の作業道を 10ｍ開設する場合，切土量から盛土量を差し引いた残

土量は何㎥か。 

なお，土量の変化率はないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 平成 30 年７月豪雨によって，広島県内全域にわたり，大規模な山腹崩壊等の

山地災害が多数発生した。 

   また，近年，地球温暖化に伴う気候変動により大雨の発生頻度が更に増加する

おそれが高いことが指摘されており，今後，豪雨や台風による山地災害の発生リ

スクが一層高まることが懸念される。 

   これらのことを踏まえて，豪雨による山地災害の防止・軽減を図るためにどの

ように取り組むべきか，広島県の林業職員の立場で考えを述べよ。（200字程度） 
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